
地域で不足する外来医療機能を担うことを
新規開業者へ求める 医療機器（CTとMRI）の共同利用

地域に必要な外来医療提供体制の確保を進める 医療機器の効率的な活用のため、
共同利用を推進する

一般診療所の新規開業者 ＣＴ又はＭＲＩを購入（更新を含む）する
医療機関

趣旨 趣旨

対象 対象

新規開業者へ求めることとする
「地域で不足する外来医療機能」（和歌山医療圏）

臨時の予防接種への協力、病診連携への協力、
在宅医療、初期救急（夜間・休日）、
学校医、分娩取扱い、
産業医（海南・海草）、小児科（海南・海草）

手続き 開設時に、上記外来医療機能を担うかどうかの
報告書を保健所へ提出

地域の協議の場で情報共有・確認

手続き 購入時に、共同利用計画を作成し、保健所へ提出

地域の協議の場で情報共有・確認

＊何も担う予定のない場合は、
協議の場でその理由を確認

＊共同利用を行わない場合は、
協議の場でその理由を確認

取組期間 令和２年４月～

取組期間 令和２年４月～

和歌山県外来医療計画に基づく取組 資料２

外来医療計画は
県医務課ホームページに掲載
https://www.pref.wakayama.lg.jp/
prefg/050100/d00209171.html
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１．新規開業者の外来医療計画に係る実施予定の診療機能について

所在地（和歌山市） 診療科目   初期救急医療   在宅医療   公衆衛生機能 その他
いずれも
実施しない

実施しない理由

1 R5.3.1 東蔵前丁３９ 美容皮膚科 − − − − ✔ 美容クリニックの為。設備や体制の不足

2 R5.4.1 木ノ本１１５３
精神科
心療内科 − − ✔ − −

3 R5.4.4 秋月４７４－１
整形外科

リハビリテーション科 − − ✔ − −

4 R5.5.1 中之島１７１６番地

内科
外科

整形外科
麻酔科
皮膚科

− ✔ ✔ − −

5 R5.6.1 元博労町２０
内科

血液内科 ✔ ✔ ✔ − −

新規開業者へ求める事項のうち提供予定のもの

開設日

医療機関

医療機関名

宮整形外科クリニック

サンクリニック

宗教法人木本八幡宮
木本こころの診療所

和歌山美容クリニック

のうがわ内科・血液内科ク
リニック

2



名称
所在地

（和歌山市）
病床数
合計

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期
分類
なし

CT MRI
入院

（一般）
入院

（療養）
外来 在宅 保守点検回数

画像情報等の提供に
関する方針

CT更新
（入替え）

1台
R5.5.15

保守点検
２回

デジタルデータで
提供

CT更新
（入替え）

1台
R5.5.9

保守点検
３回

デジタルデータで
提供

MRI 更新
（入替え）

1.5ﾃｽﾗ
以上
3.0ﾃｽﾗ
未満
１台

R6.1.31

保守点検
4回

デジタルデータで
提供

269.7 ー 858.0 ―

―― 10.0

　当該医療機関は、検診を主とした無床診療所であ
り、外来診療にも対応している。装置使用開始後１０
年以上が経過し、故障時の修理対応が難しくなってい
ることで、入替えが必要と考える。また、６４列マル
チスライスCT装置を使用することで、被ばくの低減お
よび診療精度の向上に期待でき、様々な疾患の早期発
見等、患者に大きなメリットを提供できる。
　日頃から多くの医療機関と共同利用しており、依頼
があれば随時、共同利用を行う予定である。

有

R5.6.16

独立行政
法人

労働者
健康安全

機構

和歌山
労災病院

木ノ本93番1 303 50 253 ー ー ー
64列
以上
2台

有

　当該医療機関は、多数の外来診療科を有するだけで
なく、救急医療や高度急性期及び急性期医療を主とし
た入院医療など多くの役割を担っている。
　平成21年に導入されたＭＲＩ装置(1.5T）がエンド
オ
ブサポートとなり、故障時の修理対応が困難になる。
多くの患者が来院する中、救急医療等にも大きな影響
を及ぼす可能性が考えられる。
　日頃から多くの医療機関と共同利用しており、依頼
があれば随時、共同利用を行う予定である。

3.0ﾃｽﾗ
以上
１台

1.5ﾃｽﾗ
以上
3.0ﾃｽﾗ
未満
１台

R5.6.8

一般社団
法人和歌
山市医師
会成人病
センター

手平二丁目
１番２号

0 0 0 0 0 0
64列
以上
１台

ー

3ﾃｽﾗ
未満
1.5ﾃｽﾗ
以上
１台

0 ー ― 22.000 0 0

16列
以上
64列
未満

１台

岩本脳神
経外科

神前３９５
番地の２

0 0 0

　当該医療機関は、脳神経外科、神経内科を主とした
無床診療所である。この度、使用開始後１５年以上が
経過し、故障時の修理対応が難しくなっており、入替
えが必要である。また、提供する医療においてＣＴ検
査が必要不可欠であり、16列マルチスライスCT装置を
使用することで、被ばくの低減および診療精度が向上
されるだけでなく、患者に大きなメリットが提供でき
る。
　CT更新後も、共同利用の医療機関のみならず、その
他の医療機関から依頼があればにも応じ、共同利用を
行う予定である。

有1

※１ わかやま医療情報ネット「医療の実績・結果に関する事項」から抽出

２．外来医療計画に係る医療機器の共同利用について

計画書
届出日 和歌山市保健所による調査結果について

病床機能報告による病床等（2022年７月１日現在）

共同利用
の有無

医療機器の配置状況

医療機関

1日平均患者数（※１）医療機関

新規購入又は
更新する

医療機器の
種別・台数

設置予定日

R5.6.5
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